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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2021 年 5 月 14 日に公表した連結業績予想を下記の通り修正いたし

ましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2022年 3 月期通期連結業績予想数値の修正について 

（2021年 4月 1 日～2022年 3月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

75,000 

百万円 

3,830 

百万円 

3,780 

百万円 

2,370 

円 銭 

152.33 

今回修正予想（Ｂ） 68,000 2,700 2,780 1,600 104.67 

増減額（Ｂ－Ａ） △7,000 △1,130 △1,000 △770  

増減率（％） △9.3 △29.6 △26.6 △32.4  

(ご参考）前期実績 

(2021年 3月期) 
72,308 4,518 4,718 2,990 192.18 

 

２．連結業績予想修正の理由 

受注高につきましては、前回予想の 69,000百万円から 4,000 百万円減少し、前期並みの 65,000

百万円となる見込みです。 

売上高につきましては、上記の受注状況に加えて、複数の大型工事で進捗の遅れが生じている

ことから、前回予想の 75,000 百万円から 7,000百万円減少の 68,000百万円となる見込みです。 

営業利益につきましては、売上総利益率は計画並みの 15%台を確保できるものの、売上高の未達

の影響が大きく、前回予想から 1,130百万円減少し、2,700 百万円となる見込みです。 

この結果、経常利益につきましては 2,780 百万円（前回予想比△1,000百万円）、また親会社株

主に帰属する当期純利益は、特別損失として確定給付企業年金制度の終了損失 408 百万円を計上

することもあり 1,600 百万円（前回予想比△770百万円）となる見込みです。 



 

 

セグメント別には、次の通りです。 

※全社計には３セグメント以外の数値及び連結調整額が含まれるため、３セグメントの合算値と全社計は一致して

おりません。 

 

なお、当期の配当につきましては、資本政策の基本方針では配当性向を 40%程度としております

が、従前より基本とする安定した株主還元を継続することを優先し、期初発表の普通株式 1 株当

たり 60円から変更はございません。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 

（単位：百万円）

2020年度 2021年度

前期実績 前回発表予想 今回修正予想 増減額

受注高 土木事業 30,492 29,500 28,000 △ 1,500

地盤改良事業 31,446 35,000 33,000 △ 2,000

ブロック事業 4,365 3,800 3,500 △ 300

計 65,551 69,000 65,000 △ 4,000

売上高 土木事業 35,617 35,000 32,000 △ 3,000

地盤改良事業 32,777 35,500 32,500 △ 3,000

ブロック事業 4,367 3,900 3,700 △ 200

計 72,308 75,000 68,000 △ 7,000

営業利益 土木事業 2,235 1,120 670 △ 450

地盤改良事業 2,314 2,050 1,530 △ 520

ブロック事業 988 520 530 10

計 4,518 3,830 2,700 △ 1,130


